
資料５
在学中・修了後のキャリアについて

回答数： 54名 （対象：109名。回答率：49.5％）
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BBT大学院在学中・修了後に、処遇やキャリア上の

変化はありましたか?（複数回答可）

・回答者の85％が「変化があった」と回答。（昨年の9割より減少）
・社内での昇格が最多。企業・独立した方が多い

・卒研の影響が大きいと思う人々が26%と減少しているが、(前年は45％)
必ずしも卒研がプラスにならなかったことを指さない（次頁）

・在学中の学びの影響を80％以上を感じている修了生が半数
近年の集計結果と比べて著しい変化はない

大変そう思う

13%

そう思う

13%

どちらともいえない

26%あまりそう思

わない 15%

そう思わない

7%

無回答 26%

BBT大学院での「卒業研究/卒業実習Ⅰ,Ⅱ」の

内容が関わっていると思いますか。

100%

22%

80%

28%50%

17%
30%

2%

0%

5%

無回答

26%

BBT大学院の学びが

どの程度影響していると思いますか?

変化あり
46名
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資料５

Q.BBT大学院での「卒業研究/卒業実習Ⅰ,Ⅱ」の内容が関わっていると思いますか。（※一部修正・同じ内容は省略）

在学中・修了後のキャリアについて

大変そう思う、そう思う
・事業再構築補助金の申請のための事業計画書を一人で作成。採択率が低い中、個人事業主だが採択された。現在そのプランを実行中。
・卒業研究で調査した内容が業務に直結するものだった（気管支喘息治療薬の継続率について）
・最初は、卒業研究で作成したプランで起業した。
・新規事業企画に携わる就職ができた。
・卒業研究で作成したプランで起業。プレゼンまでのブラッシュアップが役立った。また学長賞の受賞が最大のモチベーションに繋がった。
・卒業と同時に卒研内容に比較的近い形で起業。3年経過した現在、卒研内容をさらにアレンジした形で別会社の設立を準備しています。
・学んだもので計画したものは一応実現できた。 ・ECビジネスについて研究し、実際にEC業界に転職した。
・卒業研究で研究した内容をベースに新サービスを立ち上げた。
・自分の会社でアメリカからCEOを招く際の参謀チームの募集があった際にBBT-Globalisation系の科目のお陰で米国CEOとの面接にも通過して

参謀チームのメンバーに入ることができた。BBTで学べてなかったらCEOとの面談の際にも自信を持って話すことができなかったと思う。
・卒業研究の題で示した課題解決策が社内で評価された。 ・卒業研究でプランの作成の仕方を学び、起業に生かした

そう思わない、あまりそう思わない
・研究を通じて得た成果物が現職で間接的に活かせている。
・経営企画部へ異動したため、受講した科目全般が役に立った。会社からは、そのアウトプットを求められていたと思う。
・全く違う分野で独立起業した。
・所属する企業で、卒業研究で作成したプランを活かしたいと考えていますが、その機会を作ることができていません。
・特段関与していない。
・組織関係の講座で気づいた組織マネジメント手法を実践して、組織の雰囲気を向上させた
・卒業研究/実習自体は関与しなかった。（研究過程で、様々な物事を調べる経験は新規事業立案時に役立った。）

どちらともいえない
・愛媛県出身の方と協業のASEAN開拓事業を立ち上げたが、あまり実績は上がっていない。
・オーストラリアでのグループワークで、直接の業務と関係ない一方、実際企業への提案や異なる市場でのフィールドワークの

経験から学ぶものは大きかったため ・自分が理解しているメソッドを卒業研究で検証できた。
・経営的視点で、会話できるようになった。 ・考える習慣がついた
・新規事業や起業は考えていなかった。管理会計・分析知識はとくに役立ちました。
・グローバルマネジメントに関する学びがトータルで影響しました。 ・事業計画の策定により企画業務全般の質向上につながった
・卒業研究における実行計画を立てるプロセスは、転職後の現場でも役に立ったが、その企画自身が関与したわけではない。
・卒業研究の事業は断念しているが、考え方が活かされている ・起業した内容を研究にしたのでそれが寄与してるかはわからない

卒研で起業：8名。
卒研の成果物が活きた：2名

間接的に卒研で学んだスキルが活きた
卒研に限らずBBTの学びが活きた： 計13名

関与していない・成果が出ていない
など、ネガティブ： 計5名
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資料５
在学中・修了後のキャリアについて

Q.BBT大学院で学んだことで、実務上最も役に立った科目（またその事例）を教えてください。（複数回答）

問題発見思考、
問題解決思考
（22名）

・複数の新規事業を検討する際の計画作りで、問題解決志向を用いて計画を立てることでリーダーシップを発揮.。
・在学中に社内コミニュケーション活性化タスクを、立ち上げ自事業部の課題を全社巻き込んで解決に取り組んだ。

その改善のおかげでコロナ禍の不安定な状況にも対応できる組織として強化されていると感じている。
・前職がマッキンゼー出身の方が代表であったため、共通言語、スキルとして役に立った。

学長科目、RTOCS
(19名）

・RTOCSを通して体得した経営戦略を駆使し4.5億円の落札が叶った。
・実際に起業し、戦略を立てるうえでのフレームワークや、頭の使い方、視点の深さ。
・RTOCSで扱った企業と業務で関わることがあり、ハイレベルな視点で話をすることができた。また相手の立場で考え、
答えを出す訓練は、職場の周囲には受け入れられなかったが、役員クラスと話した時に違いを認めてもらえた。

会計科目（3名） ・経営管理部門に異動し、各事業部の経営状況を理解する必要があったので、とても役立ちました。
・実務に応用できた

Global Leadership and
Corporate Transformation

・強いセルフリーダーシップを自分の中に確立し、転職後、様々な事柄や人物に落ち着いて対処できるようになった。
・日本企業の課題を全て教えてくれた。

卒業研究（2名） ・卒研で得た問題発見、解決策立案のアプローチで現在の仕事が成立しています。今の僕のベースになっています。
・卒業研究での学びをもとに、起業後のプレゼンに生かすことが出来た

他： コーポレートファイナンス、ロジカルシンキング、組織行動論、Dynamic Presentation、ビジネスエシックス、企業再生論、マーケティング概論、
起業論、リーダーシップ、Global Negotiation Skills （各1名） また「特定科目というより全般的に活かされている」という意見が2名

はい

69%

いいえ

31%

修了後、ヘッドハンターや知人から

転職の誘いを受けたことがありますか?

0人

15%

1-10人

59%

10-50人

20%

50人以上
6%

BBTで学び知り合った方で、現在も友人関係を

続けている方は何人いますか?(他の入学期を含む）

うち、
4名が「同級生・OBOGから

何らかの手助けを受けて、
独立・起業した。」

1名が「同級生・OBOGからの
斡旋・紹介で、転職した。」
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資料５
在学中・修了後のキャリアについて

在学中・修了後のキャリア上の変化で、
「独立・起業した」と答えたのは 14名
「変化なし」「独立起業した」を選ばなかったのは 32名

※ 「独立・起業」を複数回答に含めた人を除く

Q. 在学中・修了後のキャリア上の変化で、「独立・起業した」
「変化なし」以外と回答した方にお聞きします

1000万円以上

増加 1

500～999万円

増加 5

300～499万円

増加 6
300万円未満

増加 9

変化なし 3

減少した 0

無回答 8

BBT大学院入学時の年収と比較して、

現在の年収はどのように変化しましたか。
※「独立起業」「変化なし」を除く 増加した

21名（65%）

0 2 4 6

50万円未満/月
50～100万円/月

100万～500万円/月
500万～1000万円/月
1000万円以上/月

2
3

6
1
1

起業後の会社売上の規模についてお答えください。

（月商ベース）

Q.在学中・修了後のキャリア上の変化で、「独立・起業した」
と回答した方にお聞きします

Q. 現在の従業員数についてお答えください。

100人以上 1名
10人～49人 1名
1～9人 11名
（無回答 1名）

Q. 独立・起業されたビジネスを継続して何年になるか
（勤続年数）についてお答えください。

・ 6年以上 2名
・ 5年 2名
・ 4年 3名
・ 3年 4名
・ 2年 1名
・ 1年未満 2名
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資料５
現在のスキルについて

全項目とも選択肢は (A) 実践できる（実践済み） (B) スキルがある (C) 知識がある (C-) マインドがある 評価不能

A
44%

B
13%

C
19%

C-
11%

評価不能
13%

経営学全般に精通し、獲得した知識・スキル・

実践力等の能力を駆使して世界とくにアジアで

ビジネスを行い、結果を残すことができる

A
78%

B
11%

C
7%

評価不能
4%

①自ら問題を特定し、その解決方法を判断し、

戦略的に行動できる

A
67%

B
16%

C
9%

C-
4%

評価不能
4%

②高い倫理観とインテグリティを

持つことができる

A
79%

B
11%

C
4%

C-
2% 評価不能

4%

③高い探究心を持ち、

一生涯、学ぶ事ができる

A
56%

B
15%

C
22%

C-
2%

評価不能
5%

④起業家精神を有し、新しい事に

勇気をもって挑戦することができる

A
69%

B
9%

C
11%

C-
7%

評価不能
4%

⑤多様性を理解しながら、

自省と協創を行うことができる
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資料５
現在のスキルについて

A
46%

B
11%

C
15%

C-
15%

評価不能
13%

⑥言語・国籍・価値観の多様なチームにいて

コミュニケーションできる

A
33%

B
26%

C
21%

C-
11%

評価不能
9%

⑦グローバルな視点から組織の目指すべき

ビジョン、ゴールを策定し、

リーダーとして牽引することができる 点数不明・英語は

問題ない
7%

900点以上
18%

800点以上
13%

700点以上
22%

500点以上
17%

500点未満
4%

点数不明・英

語は苦手
17%

無回答
2%

今の英語のスキル（TOIEC）を

お聞かせください。

Q.今現在、学ばれていることはありますか？

・英語（8名）…英会話、英日特許翻訳・英文ライティング、通訳学習を通じた英語力（特にニュアンス）の強化
・リベラルアーツ（6名）…人間学、世界史、教養、心理学、ウェルエイジング
・資格（5名）…保育士、行政書士、船舶免許、ファイナンシャルプランナー(CFP)、USCPA
・IT（5名）…ITコーディネーター、プログラミング、デジタル、メタバース、NFT
・マネジメント（5名）…プロジェクトマネジメント、プロダクトマネジメント、経営系、医療経営
・投資（3名）…米国株式投資、金融投資 ・コーチング（2名） ・会計 ・プレゼンテーションスキル
・マーケティング ・コピーライティング ・楽天市場での販売戦略について
・京セラフィロソフィ ・流通 ・建設 ・まちづくり
・BBT関連(9名)…トーストマスターズ、アルムナイサービス（2名）、大前ライブ、BOND大学、BBTch、ABS、AirSearch、RTOCS

Q.修了後から現在までに受講をした・受講を検討したBBTのプログラムがありますか？

・PEGL 14名 ・LAP 7名 ・株式資産形成実践講座 6名
・オンライン英会話 4名 ・大前ライブ 2名 ・BBTルーティン 2名
・リベラルアーツ 1名 ・問題解決力トレーニングプログラム 1名 ・ABS 1名

・いいえ 23名

資料５



資料５
現在のお考えについて

Q.今後BBT大学院のカリキュラムに加えるべき科目・課外講義セミナーで
授業を受けてみたいトピックまたは講師をお聞かせください。

【トピック】
・医療・介護（2名）
・トレンドマーケティング、 マーケティング応用（2名）
・起業の際の資金調達手法について

（米等の海外市場の事例も踏まえ）
・「デジタル戦略の立案と実践」:

DXの概念の整理、実行するための戦略や方法

【その他意見】
・若い実務家を入れて新陳代謝を図った方が良いように感じる。
・講義よりも実戦。ビジネスプランコンテストなど対外試合を

積むことが一番の学びに。

【講師とテーマ】
・澤円氏（元Microsoft CTO)：日立の新プロジェクトの成功、失敗。
・高家正行氏(現カインズ社長)：経営論について
・渡部一文氏:アマゾンの哲学を具体的な事例と共に、日本の環境に合わせた内容
・佐宗邦武氏：「ビジネスをデザインする」ビジネスをアートとして捉える視点。
・永守重信氏（日本電産創業者）：M&Aの裏側が知りたい。
・楠木建先生（一橋ビジネススクール国際企業戦略専攻（ICS)教授）
・稲盛和夫氏：「経営哲学」「企業論」。またはその薫陶を受けた方。
・平久保仲人先生
・成毛眞氏、安宅和人氏、緒方憲太郎氏（Voicy代表 ）
・大前先生の特別講義

15

15

6

24

4

今後、TA／LAに挑戦してみたい

ご意志はありますか?

学部LAに挑戦したい

大学院TAに挑戦したい

既にTA／LAをしている

いずれも担当できない

無回答
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資料５

Q.あなたの感じるBBT大学院の対外的な評価

・知名度が低い（同様の意見含め合計22名) ・競合に負けている（5名） ・ネットワークが弱い（2名）
・グロービスに比べると卒業生が少ないのでネットワークという意味では弱いと感じるが、一方でBBT大学を履修した

エンジニアに会うことが増えており、技術者との親和性が高いのではないかと感じている。
・肩書の価値が劣る。
・良い意味でハードルの低いビジネススクール(オンライン授業、在学費用、入学難易度等)で、権威的な魅力も高く無い

(有名国立大学MBAと比べて)

・大前学長の学校（4名）
・残念ながら大前学長の求心力の問題
・大前さんが退かれた後が心配。

・優秀な人材が参加しているというイメージを持たれている。一方で、変化がない人も多くいるため大学院内でも262が
あるのではないか

・卒業生のレベルにばらつきがある

・実践的な内容（3名）
・グロービスと比べられることが多いが、非伝統的なプログラムなので、RTOCSの良さなどが伝わりにくい。
・ブランド力があるわけではないが、自身のやる気と努力次第で起業し、成功している人もいる。
・実践的で力を着けてくれる大学院。しかし名前が格好悪いので人前で話したくない。

何故大前さんの名前を大学名にしないのか。今からでも変えて。

・講師陣が見えない、古い印象
・残念ながら（ビジネスとしての）マーケティングがあまり得意ではない
・認知度は低く、学説の質にバラつきはあるものの、一部に尖った人材もいる。
・グロービスに友人や元同僚が流れているのが現実です。分析していないので詳細はわかりませんが、何か劣っている

可能性があります。

現在のお考えについて 資料５



資料５
その他の質問

Q. BBT大学院で学んだことは、ご自身のキャリアにおいてどのように役立ちましたか？（一部回答を抜粋）

・思考レベルが確実に上がったこと。
・経営を体系的に学ぶ目標を達成、経営のプロとしての自負を得た結果、自信を以って前進することで思い通りのポジションを獲得出来る様になった。
・キャリアアップと言えるか分かりませんが、営業職への理解や実践力は高まったと思います。
・先を見越す力
・最先端の状況を、その第一人者から聞けたことで自分のやっていることが周回遅れ以上であることを認識できたこと、外の世界に目が向いたこと、
そして業界を鞍替えする切符を手に入れることができたこと。

・色々と考えるきっかけにはなったと考えている。
・マネージャー的職務を従事する際に、専門的なスキルだけでは不十分で、組織関連・マーケティングでの学びは視野を広げることに役立った
・ただの営業担当からマネージャーになる準備ができた。会社からも勉強したことを生かすことを求められ、色々なチャンスをもらえるようになった。
・視点が広がり、素晴らしい人々と知り合えた

Q. 修了後、ご自身はどのように変わりましたか？どのような観点でも構いません。（一部回答を抜粋）

・人生、問題解決の連続ということが痛感できたこと。
・ビジネスでは悩むことが無くなり、快適なワークライフバランスが保てる様に変わった。
・ブラッシュアップを知識だけでなく、マインド、精神力、体力など含めて継続して行いたいと考えるようになりました。
・継続して勉強する大切さを知った
・ムラの物差しではなく、グローバルスタンダードな物差しで物事を測り判断できるようになったこと
・色々な意味で諦観したようには感じている。
・専門的な分野（株式投資）のみならず、他部門との折衝の際などに、経営的視点を持ちながら効果的な意見を伝えることができるようになった。
・BBTで学んだことで、知識がついただけではなく、知らないことを知ったり勉強する土台ができた。始めて経験する仕事や状況でもなんとか対処する
力がついたと思う。
・中国インドで年間数億円という赤字を立て直し、最後はデンソーでグローバル戦略本部経営企画室でグループ会社68社と統括する部署へ。

その後グロービスでの組織人材開発コンサルの経験をふみ、独立。
・外部との交流がふえた。最近コロナで、低迷していますが。

資料５



資料５
その他の質問

[3] 入学のきっかけは、主に以下のどれですか？

(A) 入学時の仕事を継続することを目的として、
当時のポジションに対し、自身の能力に不安を抱えていた ･･･ 25人

(B) 将来、異動や起業をしたいと考えていた ･･･ 24人

[4] 入学前に受けたいと思っていた科目は何ですか？

RTOCS、学長科目（19名） 問題発見・解決（12名） マーケティング系（8名） アカウンティング（5名） 他

[5] 入学時は以下のどちらを重視していましたか？

(A) MBAの学位 ･･･ 42人
(B) 特定の科目を受けたかった ･･･ 12人

[6] 在学時には、週あたり平均どのくらいの学習時間をとっていましたか？
①平均的な「１週間」の学習時間を選んでください。

[7] ②レポートが重なるなど、最も忙しかった時期の「１週間」の学習時間を選んでください。
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②レポート時期

①通常時

50時間以上

45時間～50時間未満

40時間～45時間未満

35時間～40時間未満

30時間～35時間未満

25時間～30時間未満

20時間～25時間未満

15時間～20時間未満

10時間～15時間未満

5時間～10時間未満
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